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§１ はじめに さらにお金をかけてもこだわりたい内容としては「キ

ッチン」「日当たり」「間取り」「浴室」「収納」「構造・基

礎」「内装」「周辺の環境」「交通・通勤の便」「広さ」「生

活の利便性」「風通し」という回答が多い。これらの結果

より、日常生活における居住性能を高める項目にはコス

トをかけて質を高めたい要求があると考えられる。 

前報に引き続き、本報では住宅性能項目に対する居住

者の必要度合および重視度合に着目した分析を行い、ク

ロス集計の結果を含めて報告する。 

§２ 住宅選定要素の重視度合・情報必要度合 
住宅購入時の選定要素についてはその１、２で実施し

た既往調査の分析結果で得られた 59 項目を提示し、各項
目に対する回答者の重視度合と、情報としては必要だと

考える度合についての回答を得た。結果を図１に示す。 

回答者の属性等による違いの傾向では、「経年性」「増

改築・リフォームのしやすさ」は男性の重視度合が高く、

「収納力」「風通しのよさ」「庭・緑化スペース」「図書館

などの公共施設の充実」は女性の重視度合が高い。さら

に「設備仕様」「経年性」が男性の必要度合が高く、「防

犯性」「収納力」「日当たりのよさ」「駅からの時間」「風

通しのよさ」「交通の便・通勤」「生活の利便性」は女性

の必要度合が高かった。なお、住宅関係の雑誌等を読む

回答者は「基礎・地盤の安全性」「耐久性」「増改築・リ

フォームのしやすさ」「設計自由度の高さ」などの重視度

合が高く、読まない人は、「駅からの時間」「広さ」「部屋

数」などの重視度合が高いといった傾向がみられた。 

重視度合と必要度合は差違のみられる項目も多い。重

視されているが、情報としての必要度合が大幅に低い項

目は｢日当たりの良さ｣｢交通の便・通勤｣｢収納力｣｢周辺環

境・景観｣｢駅からの時間｣｢生活の利便性｣｢スーパーの充

実｣であった。反対に必要度合が高くなったものは｢火災

時の安全性｣｢空気環境・ホルムアルデヒド｣｢耐火性｣｢長

期のメンテナンス計画｣｢構造部材の耐久性｣｢非構造部材

の耐久性｣であった。これらの結果をみると、比較的自分

で調べられる項目、判断できる項目は必要度合が低い。

その該当項目は利便性に関するものが大部分である。 
§３ 性能表示制度項目の重視度合・情報必要度合 
次に、性能表示制度内の項目をどの程度重視するのか、

あるいは情報としてどの程度必要に思うかについて調査

した結果、戸建住宅と集合住宅共に重視度合が高かった

項目は「耐震等級（倒壊）」「地盤・杭の許容支持力など」

「基礎の構造方法・形式」「ホルムアルデヒド対策」など

であった。また「感知警報装置設置等級（他住戸）」「避

難安全対策」「脱出対策」「維持管理対策等級（共用配

また重視度合と必要度合共高い項目は「価格」「基礎・

地盤の安全性」「耐震性」「構造の安定」「防犯性」であっ

た。なお、これらの項目以外に重視したい項目について

質問した結果、「なし」という回答が大部分となり、居住

者のイメージできる範囲の重視項目や必要項目はほぼ包

含していると考えられる。 
�
�

�
�
�
�
�
�
	



�
�
�


�
�

�
�
�

�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
 


!
"

#
$
%
�
&
�

'
(
�
�
�

)
*
�
+
�
�

,
-
�

�
�
�

.
�
/
0

1
2
3
4
5
4
6
7

8
9
�
:
;

<
	

=
�
>
�
�
	

?
�
 

@
A
B
?

�
C
�

�
D
�
E
�
�
�
	

7
4
F
4
�
G
H

I
J
�

K
L
&
�
�
�
�

A
M
N O
P
�
 

Q
R
S
1
R
T
U
V

W
X
�
 

�
K
�

,
L
�

Y
Z
,
[

1
\
R
]
4
^
�
_
`
	

a
?
�

b
c
�
�
�

d
e
�
f
	

g
h
�

f
i
j
k
l
m
7
k
n
o

p
q
�
r
s
t


u
v
�
G
H

g
w
�

x
y
z
�
G
H

{
|
}
~

'
(
A
�
�
�
C
�

�
�
�

�
�


�
�
�
{
�
G
H

�


�
�
7
�
4
7

�
�
�
`
�
u
�
�
{
�
G
H

,
�
�

�
�
�


O
P
�
 

�
'
(
A
�
�
�
C
�

�
�
�
R
]
4
�

{
n
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


�
2
�
4
S
>
 
	

P
¡
�

�
¢
�
 
£
�
¤
¥

�
¦
§
£
�
¤
¥

�
=
�

�
¢
�
¨
�
©
ª

�
¢
�
�
R
]
4
�
}
~

�
«
�

���� ����

�����

���	


	�������

	��
����

���



��	


�����


���
��	


重視する

必要である

特に重視する

非常に必要である

図１ 住宅選定要素に対する重視度合と情報必要度合 

Research on Residents’ Consciousness of Housing Performance 
－ Part 4 Housing Performance from Analysis of Cross Table － 
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管）」「重量床衝撃音対策」「軽量床衝撃音対策」「透過損

失等級（界壁）」「透過損失等級（外部開口部）」は戸建住

宅においてあまり重視度合が高くないが、集合住宅では

重視度合が戸建住宅よりも大幅に高く、基本的に集合住

宅に必要とされる性能項目であると考えられる。なお住

宅性能表示制度における性能項目については、重視度合

と情報必要度合がほぼ同様の結果となっている。 
§４ 戸建住宅居住者と集合住宅居住者の比較 
次に戸建住宅居住者と集合住宅居住者の違いについて、

住宅選定要素 59 項目に対する重視度合と情報必要度合に
関する比較を行った。 
「駅からの時間」「生活の利便性」「広さ」「住戸の向

き」など、主に地域や住宅の外に関係する項目は戸建住

宅居住者よりも集合住宅居住者の方が重視度合は高い。

逆に「寿命の長さ」「防水性」「増改築・リフォームのし

やすさ」「設計自由度の高さ」などの主に住宅自体に関す

る項目は戸建住宅居住者の方が重視度合は高い。 
また必要度合は「間取り」「広さ」「駅からの時間」「部

屋数」「住戸の向き」「庭・緑化スペース」などが戸建住

宅居住者よりも集合住宅居住者の方が高くなっている。

住宅性能表示制度の項目に対する重視度合について質問

した結果、「耐雪等級」「耐風等級」「基礎の構造方法及び

その形式」「火災時の安全性」は戸建住宅居住者の方が集

合住宅居住者よりも大幅に重視度合が高い結果となった。 
§５ 既購入者と購入予定者の比較 
次に過去五年以内に住宅を購入したことのある回答者

24 名と数年以内に住宅を購入予定の回答者 34 名を対象に
結果の比較を行う。住宅購入時に選定要素として考えら

れる 59項目の重視度合と情報必要度合を比較した。 
その結果、「耐震性」「耐久性」「火災時の安全性」「断

熱性」「結露防止」などが購入予定者の重視度合が高くな

り、全体的に見て既購入者よりも購入予定者の方が重視

度合は高くなる傾向になった。 
必要度合は「医療・福祉施設の充実」が既購入者の方

が高く、「構造部材の耐久性」「地域の治安の良さ」「防災

性」「自然エネルギーの利用」などは購入予定者の方が高

い結果となっている。 
住宅性能表示制度内の項目に対して質問した結果で比

較すると、戸建住宅に対する重視度合は「維持管理対策

等級（共用配管）」については既購入者の方が若干高く、

「ホルムアルデヒド対策」については購入予定者の方が

高くなった。また集合住宅は「維持管理対策等級（共用

配管）」「ホルムアルデヒド対策」「高齢者対策（共用）」

に対する購入予定者の方が重視度合は高い。戸建住宅に

対する必要度合は既購入者・購入予定者ともに戸建住宅

に対する重視度合とほぼ同じ傾向になっている。集合住

宅に対する必要度合では「基礎・杭の許容支持力及びそ

の設定方法」「ホルムアルデヒド対策」に対して購入予定

者の方が必要度合を高く評価する結果となった。 
§６ 情報公開項目数とレベル設定項目数 
数百ある住宅の選定要素のなかで、何を住宅性能表示

項目にするべきかといった判断は難しい。本報で使用し

ている調査はその１，２の結果をふまえて既往調査に使

用されている項目を整理した 59 項目について質問を行っ
たが、項目数が多すぎると感じた回答者も少なくない。

情報は基本的に開示すべきといった社会的なコンセンサ

スも増えつつあるが、居住者も専門家も選択肢が多すぎ

るとかえって混乱する場合や、判断が難しくなる場合も

想定される。そこで居住者が期待する住宅性能の項目数

について、情報公開として表示を期待する項目数と、性

能レベル設定等を行うための項目数に分化して、適切だ

と考える項目数について質問した。結果を図２に示す。 
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図２ 居住者の性能表示項目数に対する意識 

居住者が期待する情報公開する住宅性能の項目数は 50
項目という回答が 22％、100 項目という回答 18％で、平
均値は 77 項目であった。一方、性能レベルが選択できる
項目数としては 50 項目が 19％、20 項目が 14％で、平均
値は 39 項目となった。情報公開する住宅性能項目数は、
「情報は可能な限り公開して欲しいし、すべきである」

という回答が多い一方、「あまり細かすぎても専門的で困

る」という回答もみられた。またレベル選択できる住宅

性能の項目数は「あまり多いと判断が難しい」という意

見が圧倒的で、平均値も情報公開を期待する性能項目の

半分程度となった。これらの結果より、性能レベルの選

択ができる住宅性能項目は 20～30 項目程度、情報公開は
できるだけ 100 項目以内といった範囲で多くしてほしい
といった居住者の意識を読み取ることができる。 
§７ おわりに 
本報では居住者の住宅性能に対する重視度合・必要度

合について報告した。次報ではこれまでの結果を居住者

の視点で整理した住宅性能項目について提案する。 
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